
 
 

 

－１－ 

平成１９年３月期  決算短信 
平成１９年５月２２日 

 
上 場 会 社 名 岡山県貨物運送株式会社 上場取引所  東証二部・大証二部 
コ ー ド 番 号 ９０６３ ＵＲＬ http://www.okaken.co.jp/
代 表 者  (役職名) 取締役社長 (氏名) 壷坂 須美男 
問 合 せ 先 責 任 者  (役職名) 専務取締役 (氏名) 佐々木    稔 ＴＥＬ (086)252－2117 
定時株主総会開催予定日  平成 19 年 6月 28 日        配当支払開始予定日 平成 19 年 6月 29 日 
有価証券報告書提出予定日 平成 19 年 6 月 28 日 
 

（百万円未満切捨て） 
１．１９年３月期の連結業績（平成 1８年４月１日～平成 1９年３月３１日） 
(１) 連結経営成績  （％表示は対前期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

１９年３月期 43,099    0.3 854      8.7 894    4.1 △653       －

１８年３月期 42,986    1.2 786   △10.0 858  △2.8 △1,932       －
 
 1 株当たり 

当期純利益 
潜在株式調整後 
1 株当たり当期純利益 

自 己 資 本 
当期純利益率 

総  資  産 
経常利益率 

売 上 高 
営業利益率 

 円 銭 円 銭 % % %
１９年３月期 △29  72 － △6.7 2.0 2.0 

１８年３月期    △88  47 － △17.5 1.8 1.8 
(参考) 持分法投資損益   19 年 3 月期    53 百万円   18 年 3 月期     46 百万円 
 
(２) 連結財政状態 
 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 
 百万円 百万円 ％ 円  銭

１９年３月期 45,206 9,398 20.8 427    03 

１８年３月期 46,300 10,157 22.0 461    62 
(参考) 自己資本     19 年 3 月期   9,382 百万円     18 年 3 月期    － 百万円 
 
(３) 連結キャッシュ・フローの状況 
 営 業 活 動 に よ る 

キャッシュ・フロー 
投 資 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
期 末 残 高 

 百万円 百万円 百万円 百万円

１９年３月期 2,965 △2,597 △754 2,288 

１８年３月期 2,674 △2,840 △570 2,675 
 
２．配当の状況 

 １株当たり配当金 
（基準日） 中間期末 期 末 年 間 

配当金総額 
（年間） 

配当性向 
（連結） 

純資産配当率 
（連結） 

 円  銭 円  銭 円  銭 百万円 ％ ％
１８年３月期 －  4   00 4   00 87    －  0.8 
１９年３月期 －  4   00 4   00 87    －  0.9  
２０年３月期 

（予想） －  4   00 4   00 29.3  

 
３．２０年３月期の連結業績予想（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日） 

（％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 円  銭

中 間 期 21,200  △0.5 210     0.8 170  △26.5 60   98.0 2  73 

通 期 43,000  △0.2 700  △18.1 610  △31.8 300     － 13  65 
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４．その他 
(１) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無 
 
(２) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本とな

る重要な事項の変更に記載されるもの） 
  ① 会計基準等の改正に伴う変更    有 
   （注）詳細は、１４ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。 
  ② ①以外の変更           有 
   （注）詳細は、１４ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」をご覧ください。 
 
 (３) 発行済株式数（普通株式） 
  ① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 19 年 3 月期 22,000,000 株  18 年 3 月期 22,000,000 株 
  ② 期末自己株式数           19 年 3 月期     27,832 株  18 年 3 月期     23,246 株 
     （注）1 株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数につきましては、２２ページ「1 株当た

り情報」をご覧ください。 
 
 
(参考) 個別業績の概要 
 
１．１９年３月期の個別業績（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日） 
(１) 個別営業成績                              （％表示は対前年増減率） 
 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

１９年３月期 38,066   △0.6 380      3.4 580   △0.3 △667       －

１８年３月期 38,291   △0.4 367   △30.5 582  △16.5 △1,751       －
 
 1 株当たり 

当期純利益 
潜在株式調整後 
1 株当たり当期純利益 

 円  銭 円 銭

１９年３月期 △30  38       － 

１８年３月期     △80  25       － 
 
(２) 個別財政状態 
 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 
 百万円 百万円 ％ 円  銭

１９年３月期 40,534 8,298 20.5 377    66 

１８年３月期 41,772 9,116 21.8 414    29 
(参考) 自己資本     19 年 3 月期   8,298 百万円     18 年 3 月期      － 百万円 
 
２．２０年３月期の個別業績予想（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日） 

（％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 円  銭

中 間 期 18,850    0.2 0      － 100  △30.6 50    33.6 2  28 

通 期 38,200    0.3 250  △34.2 360  △38.0 180      － 8  19 
 
※ 業績予想につきましては、発表日現在のデータに基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な
要因によって予想数値と異なる可能性があります。なお、業績予想に関連する事項につきましては、添付資
料３ページをご参照ください。 
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１ ． 経 営 成 績

(１) 経営成績に関する分析 

［当期の経営成績］ 

  当連結会計年度におけるわが国の経済は、企業収益の改善に伴う設備投資の拡大や、雇用の回復に

よる個人消費の増加等により緩やかな回復基調で推移いたしました。 
  国内輸送業界におきましては、原油価格の高騰や改正道路交通法の施行に加え、業者間の価格競争

は依然として激化し、厳しい経営環境でありました。 
  このような情勢のもと、当社グループは、法令順守や収益の確保といった責任を果たすだけでなく

社会貢献にも意を注ぎ、情報公開等も積極的に行い、社会やお客様から信頼の頂ける企業となる様努

めてまいりました。 
また、従来から継続的に進めている３ＰＬの一貫として平成１８年１１月福山主管支店に倉庫を配

置し保管配送並びに流通加工の業務の拡張を進めてまいりました。経費につきましては、燃油費の削

減と事故防止を目的としたデジタルタコグラフの導入、さらに燃料高騰による経費の増加を抑制する

ため全社員一丸となっての省エネ運転、ＥＴＣ導入による高速道路使用料の削減等諸経費の削減を継

続して行ってまいりました。 
  その結果、当連結会計年度の営業収益は４３０億９千９百万円（前期比０．３％増）、経常利益は８

億９千４百万円（前期比３千５百万円の増益）となり、また当期純損失は固定資産の減損損失８億９

千７百万円を計上したため６億５千３百万円（前期比１２億７千９百万円の増益、前連結会計年度は

固定資産の減損損失による特別損失２８億６千６百万円を計上）となりました。

当連結会計年度の事業の種類別セグメントの状況は、次のとおりであります。 

① 貨物運送関連事業 

   貨物運送関連事業につきましては、運賃単価は前年とほぼ同額でありましたが、貨物取扱量は減少

し、営業収益は４０４億５千６百万円（前期比０．２％減）となり、営業利益は諸経費の削減により

６億３千１百万円（前期比６千万円の増益）となりました。 

② 不動産賃貸事業 

   不動産賃貸事業につきましては、営業収益は前期と同額の２億２千１百万円、営業利益は１億６百

万円（前期比１百万円の増益）となりました。 

③ 石油製品販売等事業 

   石油製品販売等事業につきましては、軽油等の価格は上昇しましたが販売量は減少により、営業収

益は２４億２千１百万円（前期比８．６％増）となり、営業利益は７千６百万円（前期比３百万円の

減益）となりました。 
 
［次期の見通し及び対処すべき課題］ 

今後の見通しにつきましては、景気は堅調に推移することが予測されますが、米国経済の減速、原油

など資源価格高騰、日銀のゼロ金利解除に伴う金利の上昇懸念など不透明な状況が続くものと思われま

す。 
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  当業界におきましても、安全の確保と環境規制に対するコストの増加、さらに運賃単価の低迷が予想

され厳しい経営環境が続くものと思われます。 
当社グループといたしましては、本年の目標を「教育と訓練」と定め全社員のレベルアップを図り、

高品質のサービスの提供、経営の効率化とコストの削減をより一層進め、収益の確保と業績の向上に努

める所存であります。 
平成２０年３月期の業績見通しは、税制改正に伴う減価償却制度の変更の影響を考慮し、連結営業収

益４３０億円、連結営業利益７億円、連結経常利益６億１千万円、連結当期純利益３億円を見込んでお

ります。 

 

(２) 財政状態に関する分析 

［キャッシュ・フローの状況に関する分析］ 

当連結会計年度における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、有形固定資

産の取得及び売却、借入金の返済等により、前連結会計年度末に比べ３億８千６百万円減少し、当連結

会計年度末には２２億８千８百万円となりました。 
  当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  営業活動の結果得られた資金は、前期比１０．９％増の２９億６千５百万円となりました。これは主

に、減価償却費が２３億６千７百万円、減損損失が８億９千７百万円であったこと等によるものであり

ます。 
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  投資活動の結果使用した資金は、２５億９千７百万円（前期比２億４千２百万円の減少）となりまし

た。これは主に、車両更新を中心とした有形固定資産の取得による支出が２８億１千５百万円あったこ

とによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

  財務活動の結果使用した資金は、７億５千４百万円（前期比１億８千４百万円の増加）となりました。

これは主に、長期借入金の返済によるものであります。 
 
［キャッシュ・フロー関連指標の推移］ 

第９３期 第９４期 第９５期 第９２期 
 

平成 16 年 3月期 平成 17 年 3月期 平成 18 年 3月期 平成 19 年 3月期

自己資本比率（％） ２３.６ ２４.４ ２２.０ ２０.８ 

時価ベースの自己資本比率(％) ７.７ １１.０ １２.８ １０.４ 

債務償還年数（年） １１.９ １０.６ ９.４ ８.３ 

インタレスト･カバレッジ･レシオ ４.７ ５.４ ６.２ ６.６ 

（注）自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

    債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

    インタレスト･カバレッジ･レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

－ ４ － 
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 ・各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 

  ・株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数(自己株式控除後)により算出しております。 
  ・営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フロー

を使用しております。

・有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている負債を対象とし

ております。 
    ・利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 
 
(３) 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 
  当社は、財務体質と経営基盤の強化を図るとともに、株主への安定的な配当の継続を基本としつつ内部

留保の充実に配慮し、経営環境や会社の業績など総合的に勘案して決定する方針をとっております。内部

留保につきましては、中・長期的な戦略による拠点整備への投資、また生産性の向上を図るために、合理

化、省力化への投資等に活用し、企業体質の強化に取り組んでおります。 
 当期の配当金につきましては、上記方針に基づき１株当たり４円の配当を実施する予定であります。次

期の配当金につきましては、当期と同額の１株当たり４円の配当を予定しております。 
 
 
２ ． 企 業 集 団 の 状 況  

当社の企業集団は子会社９社及び関連会社１社で構成され、貨物輸送並びにこれらに付帯する事業を主

体に不動産賃貸事業、石油製品販売等事業を行っております。 
当社グループの主な事業内容と当該事業に係る位置づけは次のとおりであります。 
 

貨物運送関連事業         ：   当社グループの主要な業務であり、当社及び子会社の岡山県貨物鋼運㈱を含

む４社が従事しており市場ニーズに対応した輸送品質を開発して幅広いサービ

スを提供しております。また子会社のマルケー自動車整備㈱が自動車修理部門

を担当しており、トラックターミナル業を関連会社である岡山県トラックター

ミナル㈱が営んでおります。 
また、貨物自動車運送業を営む子会社４社及び関連会社１社が出資し、マル

ケー事業協同組合として協同組合事業を営んでおります。 
 

不 動 産 賃 貸 事 業         ：   当社が行っております。 
 

石油製品販売等事業：   子会社のマルケー商事㈱は出光興産㈱の代理店としてグループ各社並びに得

意先に対して石油製品・自動車用品の販売、建設及び保険代理業を行っており

ます。また、岡山エールフォークリフト㈱はフォークリフト販売業を営んでお

り、オカケンスタッフサービス㈱は人材派遣業を営んでおります。 
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事業の系統図は次のとおりであります。 

－ ６ － 

得          意         先 

   集荷・配達      自動車修理    ターミナル利用   集荷・配達・保管             販売・工事受託 

                              不動産賃貸 
 

岡 山 県 貨 物 運 送 株 式 会 社 

貨 物 運 送 関 連 事 業 不動産賃貸事業 石油製品販売等事業 

          自動車修理     ターミナル利用                        販売・工事受託 

                                                

  相互輸送 

 
 

貨物自動車運送事業 自動車修理業 トラックターミナル業 
石油製品・自動車用品販売業 

建設業・保険代理業 
ﾏﾙｹｰ自動車整備㈱

※

 
岡山県ﾄﾗｯｸﾀｰﾐﾅﾙ㈱ ◎ 
 

 
岡山県貨物鋼運㈱   ※ 
彦 崎 通 運㈱    ※ 
昭 和 工 運㈱      ※ 
ﾏﾙｹｰ萩貨物自動車㈱ ※ 
ﾏﾙｹｰ事業協同組合   ※ 

 

人材派遣

人材派遣

  

マルケー商事㈱  ※ 
 

ﾌ ｫ ｰ ｸ ﾘ ﾌ ﾄ 販 売 業              
岡山ｴｰﾙﾌｫｰｸﾘﾌﾄ㈱ ※ 
人 材 派 遣 業 

オカケンスタッフサービス㈱※

                                          （石油製品販売等事業）（貨物運送関連事業）

 
（注）※ 子会社は全て連結しております。 

◎ 関連会社（岡山県トラックターミナル㈱）は持分法を適用しております。 
 
 
 
 
３ ． 経 営 方 針  
(１) 会社の経営の基本方針 

  当社グループは、運送事業を中核とした総合物流サービス業を目指し、広く地域社会に貢献し、公共

の福祉に寄与することを使命としております。当社グループの提供するサービスが、顧客に信頼され産

業活動の発展に貢献し、株主、取引先、従業員等すべての人々の期待に応えることを経営理念としてお

ります。 
 

 

(２) 中期的な経営戦略 

  当社グループは、顧客の物流コスト削減や物流効率化のための要請に対し、積極的に物流改革の提案

を行える企業を目指しております。このため、今後とも情報・通信技術の向上を図り、より付加価値の

高いサービスの提供を行い、利益の確保、業績の改善に努めてまいります。 
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－ ７ － 

４．連 結 財 務 諸 表  

（１）連結貸借対照表 
(単位：百万円) 

前          期 

(平成１８年３月３１日現在) 

当          期 

(平成１９年３月３１日現在) 
増 減 

期  別 

 

科  目 金 額       構 成 比     金 額      構 成 比     金 額      

  ％  ％  

(資  産  の  部)      

流  動  資  産 １１，５７７ ２５．０ １１，１６６ ２４．７ △４１１

現 金 預 金        ３，２１８ ２，７７６  △４４１

受 取 手 形 及 び 営 業 未 収 金               ７，４０４ ７，６６３  ２５８

た な 卸 資 産        １６２ １６５  ３

繰延税金資産        １８９ １１９  △７０

そ の 他        ６３３ ４６６  △１６７

貸 倒 引 当 金        △３２ △２５  ６

固  定  資  産 ３４，７２２ ７５．０ ３４，０３９ ７５．３ △６８３

 有形固定資産 ３０，５３１ ６５．９ ３０，０２１ ６６．４ △５１０

建物及び構築物 １０，８６０  １０，５６７  △２９２

機械装置及び車両 ３，７９９  ３，８２９  ２９

工具器具備品        ４８  ４４  △３

土 地        １５，８２０  １５，４４２  △３７８

建 設 仮 勘 定        １  １３５  １３４

 無形固定資産 ５３１ １．２ ５３１ １．２ △０

 投資その他の資産 ３，６５９ ７．９ ３，４８６ ７．７  △１７２

投資有価証券        ２，７９７  ２，６４４  △１５３

繰延税金資産        １６２  １７５  １３

そ の 他        ７３９  ７１２  △２７

貸 倒 引 当 金        △４０  △４５  △４

資 産 の 部 合 計         ４６，３００ １００ ４５，２０６ １００ △１，０９４

 

 

 

 

 

 



岡山県貨物運送㈱（9063） 平成 19 年 3月期決算短信 

 (単位：百万円) 

前          期 

 (平成１８年３月３１日現在)

当          期 

(平成１９年３月３１日現在) 
増 減 

         期  別 

 

科  目 金 額       構 成 比     金 額      構 成 比     金 額      

  ％  ％  

(負  債  の  部)      

流  動  負  債 １７，８８３ ３８．６ ２２，１２９ ４９．０ ４，２４６

支 払 手 形 及 び 営 業 未 払 金               ３，５５２ ３，６０３  ５０

短 期 借 入 金        １１，４２０ １５，３１９  ３，８９８

未払法人税等        １１４ ２３６  １２１

賞 与 引 当 金        ２５０ ２２６  △２３

そ の 他        ２，５４５ ２，７４４  １９８

固  定  負  債 １８，２４２ ３９．４ １３，６７７ ３０．２ △４，５６５

長 期 借 入 金        １３，４０９ ８，８４６  △４，５６３

繰延税金負債        ３９６ ４５６  ５９

退職給付引当金 ３，４５５ ３，２８９  △１６５

連結調整勘定        ０ －  －

役員退職慰労引当金 － １１７  １１７

そ の 他        ９８１ ９６７  △１３

負 債 の 部 合 計         ３６，１２６ ７８．０ ３５，８０７ ７９．２ △３１９

(少数株主持分)   

少数株主持分        １６ ０．０ － － －

(資  本  の  部)   

資 本 金         ２，４２０ －  －

資 本 剰 余 金 １，７６１  －  －

利 益 剰 余 金 ５，３８４  －  －

その他有価証券評価差額金 ５９３  －  －

自 己 株 式         △４  －  －

資 本 の 部 合 計         １０，１５７ ２２．０ － － －

負債・少数株主持分 

及び資本の部合計          
４６，３００ １００ － － －

 

 

 

 

 

 

－ ８ － 
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－ ９ － 

 (単位：百万円) 

前          期 

 (平成１８年３月３１日現在)

当          期 

(平成１９年３月３１日現在) 
増 減 

         期  別 

 

科  目 金 額       構 成 比     金 額      構 成 比     金 額      

  ％ ％ 

(純 資 産 の 部)   

株 主 資 本 － － ８，８０９ １９．５ －

資 本 金 － ２，４２０  －

資 本 剰 余 金 － １，７６１  －

利 益 剰 余 金 － ４，６３１  －

自 己 株 式 － △５  －

評価・換算差額等 － － ５７３ １．３ －

その他有価証券評価差額金              － ５７３  －

少 数 株 主 持 分 － － １５ ０．０ －

純 資 産 合 計 － － ９，３９８ ２０．８ －

負債・純資産合計 － － ４５，２０６ １００ －
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（２）連結損益計算書 
 (単位：百万円) 

前          期 

自平成１７年４月  １日 

至平成１８年３月３１日 

当          期 

自平成１８年４月  １日 

至平成１９年３月３１日 

増 減 

期  別

 

 

科  目 金 額      百 分 比    金 額      百 分 比     金 額       

  ％  ％  

営 業 収 益         ４２，９８６ 100 ４３，０９９ 100 １１２

営 業 原 価         ４０，８４２ 95.0 ４０，８６８ 94.8 ２５

営 業 総 利 益 ２，１４４ 5.0 ２，２３１ 5.2 ８６

販売費及び一般管理費 １，３５８ 3.2 １，３７７ 3.2 １８

営 業 利 益         ７８６ 1.8 ８５４ 2.0 ６８

営 業 外 収 益         ５０５ 1.2 ５１４ 1.2 ８

受 取 利 息        ０ １  ０

受 取 配 当 金        １８ ２５  ６

家 賃 収 入        ２２０ ２２５  ５

連結調整勘定償却額 ０ －  △０

の れ ん 償 却 額 － ０  ０

持分法による投資利益 ４６ ５３  ６

そ の 他        ２１８ ２０８  △１０

営 業 外 費 用         ４３３ 1.0 ４７４ 1.1 ４１

支 払 利 息        ４２６ ４５４  ２８

そ の 他        ７ ２０  １３

経 常 利 益         ８５８ 2.0 ８９４ 2.1 ３５

特 別 利 益         ３０８ 0.7 ８ 0.0 △２９９

固 定 資 産 売 却 益         ３０６ ８  △２９７

そ の 他        ２ －  △２

特 別 損 失         ２，９４１ 6.8 １，１５０ 2.7 △１，７９１

固定資産除売却損 ７５ ４８  △２７

役員退職慰労金        － １０  １０

役員退職慰労引当金繰入額 － １０２  １０２

減 損 損 失 ２，８６６ ８９７  △１，９６９

投資有価証券評価損 － ９１  ９１

税金等調整前当期純損失(△) △１，７７４ △4.1 △２４７ △0.6 １，５２６

法人税、住民税及び事業税               １４６ 0.4 ２７５ 0.6 １２８

法 人 税 等 調 整 額          ９ 0.0 １２９ 0.3 １２０

少 数 株 主 利 益 １ 0.0 ０ 0.0 △１

当 期 純 損 失 (△ ) △１，９３２ △4.5 △６５３ △1.5 １，２７９

 

 

 

 

－ １０ － 
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（３）連結剰余金計算書及び連結株主資本等変動計算書 

   ・連結剰余金計算書 

                                                           （単位：百万円） 

前      期 

自平成 17 年 4 月  1 日 

至平成 18 年 3 月 31 日 

期  別

 

 

科  目 金      額 

（資本剰余金の部）  

Ⅰ 資本剰余金期首残高 １，７６１ 

Ⅱ 資本剰余金期末残高 １，７６１ 

（利益剰余金の部）  

Ⅰ 利益剰余金期首残高 ７，４１７ 

Ⅱ 利益剰余金増加高 － 

当 期 純 利 益 － 

Ⅲ 利益剰余金減少高 ２，０３２ 

当 期 純 損 失 １，９３２ 

配 当 金 ８７ 

役 員 賞 与 １２ 

Ⅳ 利益剰余金期末残高 ５，３８４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ １１ － 
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－ １２ － 

・連結株主資本等変動計算書 

当連結会計年度（自平成１８年４月１日 至平成１９年３月３１日）        （単位：百万円） 

株 主 資 本 

 
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成 18 年 3月 31 日 残高 ２,４２０ １,７６１ ５,３８４ △４ ９,５６３

連結会計年度中の変動額  

剰余金の配当(注) △８７  △８７

役員賞与(注) △１２  △１２

当期純損失(△) △６５３  △６５３

自己株式の取得 △１ △１

株主資本以外の項目の連結会

計年度中の変動額(純額) 
 

連結会計年度中の変動額合計 － － △７５３ △１ △７５４

平成 19 年 3月 31 日 残高 ２,４２０ １,７６１ ４,６３１ △５ ８,８０９

 

                

評価・換算差額等

 その他有価証券

評価差額金 

少数株主持分 純資産合計 

平成 18 年 3月 31 日 残高 ５９３ １６ １０,１７３

連結会計年度中の変動額 

剰余金の配当(注) △８７

役員賞与(注) △１２

当期純損失(△) △６５３

自己株式の取得 △１

株主資本以外の項目の連結会

計年度中の変動額(純額) 
△２０ △１ △２１

連結会計年度中の変動額合計 △２０ △１ △７７５

平成 19 年 3月 31 日 残高 ５７３ １５ ９,３９８

(注)平成 18 年 6 月の定時株主総会における利益処分項目であります。 
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 （４）連結キャッシュ・フロー計算書 
                                                                        （単位：百万円） 

－ １３ － 

                              期     別

 

科       目 

前           期 

自平成 17 年 4 月  1 日

至平成 18 年 3 月 31 日

   当           期 

自平成 18 年 4 月  1 日

至平成 19 年 3 月 31 日

Ⅰ．営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純損失（△） △１，７７４ △２４７ 

減 価 償 却 費 ２，３２３ ２，３６７ 

減 損 損 失 ２，８６６ ８９７ 

      退 職 給 付 引 当 金 の 減 少 額 △５０ △４８ 

貸倒引当金の増加額(△減少額) ６ △１ 

      賞 与 引 当 金 の 減 少 額 △３０ △２３ 

      投 資 有 価 証 券 評 価 損                 ０ ９１ 

      有 形 固 定 資 産 売 却 益                 △３０６ △８ 

      有 形 固 定 資 産 売 却 損                 ４８ ２４ 

      有 形 固 定 資 産 除 却 損                 ２６ ２３ 

      受 取 利 息 及 び 受 取 配 当 金                 △１９ △２６ 

      支 払 利 息                 ４２６ ４５４ 

      持 分 法 に よ る 投 資 利 益                 △４６ △５３ 

      売 上 債 権 の 増 加 額 △１９５ △２６７ 

      た な 卸 資 産 の 増 加 額 △９ △３ 

      仕 入 債 務 の 増 加 額 ２０６ ５０ 

未 払 消 費 税 等 の 増 加 額 ０ １１２ 

     役 員 賞 与 の 支 払 額 △１２ △１２ 

      そ の 他                 △６３ ２６２ 

             小                  計 ３，３９６ ３，５９２ 

      利 息 及 び 配 当 金 の 受 取 額                 ３２ ３８ 

      利 息 の 支 払 額                 △４２８ △４５１ 

      法 人 税 等 の 支 払 額                 △３２５ △２１３ 

    営業活動によるキャッシュ・フロー ２，６７４ ２，９６５ 

Ⅱ．投資活動によるキャッシュ・フロー   

      定 期 預 金の 預 入 れに よ る 支出                 △６９０ △１０ 

      定 期 預 金 の 払 出 に よ る 収 入                 ７２０ ６５ 

      投資有価証券の取得による支出                 △２０７ △３０ 

投資有価証券の売却による収入 １０８ １０１ 

      有形固定資産の取得による支出                 △２，９０８ △２，８１５ 

      有形固定資産の売却による収入                 ３５１ ５９ 

      そ の 他                 △２１４ ３２ 

    投資活動によるキャッシュ・フロー △２，８４０ △２，５９７ 

Ⅲ．財務活動によるキャッシュ・フロー   

      短 期 借 入 金 の 純 減 少 額                 △５１６ △５１ 

      長 期 借 入 れ に よ る 収 入                 ５，７０８ ４，７６２ 

      長 期 借 入金 の 返 済に よ る 支出                 △５，６７２ △５，３７６ 

      配 当 金 の 支 払 額                 △８８ △８７ 

      そ の 他                 △２ △２ 

    財務活動によるキャッシュ・フロー △５７０ △７５４ 

Ⅳ．現金及び現金同等物に係る換算差額 － － 

Ⅴ．現 金及び現 金同等物 の減少額 △７３７ △３８６ 

Ⅵ．現金及び現金同等物の期首残高 ３，４１２ ２，６７５ 

Ⅶ．現金及び現金同等物の期末残高 ２，６７５ ２，２８８ 
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－ １４ － 

（５）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

 
１．会計処理基準に関する事項 

（1） 重要な引当金の計上基準 

  ①役員退職慰労引当金 

  役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しております。 

（会計方針の変更） 

 従来、役員退職慰労金は支出時の費用として処理しておりましたが、役員の在任期間

にわたり費用を合理的に配分することにより期間損益の適正化を図ること、および近年

役員退職慰労引当金の計上が会計慣行として定着してきたことに加え『「租税特別措置法

上の準備金及び特別法上の引当金又は準備金並びに役員退職慰労引当金等に関する監査

上の取扱い」の改正について』（監査・保証実務委員会報告第４２号）が公表されたこと

を契機として、当連結会計年度から内規に基づく期末要支給額を役員退職慰労引当金と

して計上する方法に変更いたしました。 

 この結果、従来の方法に比較して、営業利益、及び経常利益はそれぞれ１４百万円減

少し、税金等調整前当期純損失は１１７百万円増加しております。 

 なお、セグメント情報に与える影響は当該箇所に記載しております。 

 

 

※上記の役員退職慰労引当金以外は、最近の有価証券報告書（平成１８年６月２８日提出） 

 における記載から重要な変更がないため、開示を省略します。 

 

 

[連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更] 

 １．貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準 

 当連結会計年度より「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準

第５号 平成１７年１２月９日）及び「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準

等の適用指針」（企業会計基準適用指針第８号 平成１７年１２月９日）を適用しておりま

す。 

 これまでの資本の部の合計に相当する金額は９,３８２百万円であります。 

 なお、当連結会計年度における連結貸借対照表の純資産の部については、連結財務諸表

規則の改正に伴い、改正後の連結財務諸表規則により作成しております。 

 ２．役員賞与に関する会計基準 

 当連結会計年度より「役員賞与に関する会計基準」（企業会計基準第４号 平成１７年 

１１月２９日）を適用しております。 

 これにより営業利益及び経常利益は、それぞれ１２百万円減少し、税金等調整前当期純

損失は１２百万円増加しております。 

 なお、セグメント情報に与える影響は当該箇所に記載しております。 

 

 

[表示方法の変更] 

  連結損益計算書 

   前連結会計年度において「連結調整勘定償却額」として記載されていたものは、当連結会

計年度から「のれん償却額」として表示しております。 
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（６）連結財務諸表に関する注記事項 
（連結貸借対照表関係） 

前               期 当               期 

１．有形固定資産の減価償却累計額 ３２，３６２百万円 ３３，０８０百万円 

２．関連会社に対する投資有価証券 ８２６百万円 ８６７百万円 

３．担 保 提 供 資 産                 

      受    取    手      形 １７８百万円 ３８７百万円 

      建 物               ５，０７４百万円 ５，１３０百万円 

      土 地               ９，１２３百万円 ９，５５１百万円 

    上記に対応する債務   

      短 期 借 入 金               １０，３５１百万円 １０，５８２百万円 

      長 期 借 入 金               ７，８７５百万円 ６，９８５百万円 

４．偶 発 債 務                 

      保 証 債 務               １７７百万円 ９１百万円 
 
 
（連結損益計算書関係） 

 前          期 当         期 
減 損 損 失 当連結会計年度において、当社グル

ープは以下の資産グループについ
て減損損失を計上しております。 
用 途 種類 地  域 減損損失

（百万円）

営業 
店所 

土地及び
建物等

大阪主管支店
(兵庫県尼崎市)

他２件 
２,６５６

賃貸 
施設 土地等 岡山県倉敷市 ２０９

当社グループは管理会計上の区分、
投資の意思決定を行う際の単位を基
準として、主として主管支店及び管
下店所を１つの単位としてグルーピ
ングを行っております。その結果、
当社の大阪主管支店他２件及び賃貸
施設 1 件の資産グループについて、
営業活動から生ずる損益の継続的な
マイナス、又は、市場価格の著しい
下落が認められたため、当該資産グ
ループに係る資産の帳簿価額を回収
可能価額まで減額し、当該減少額
2,866 百万円を減損損失として特別
損失に計上しております。その内訳
は、土地 2,694 百万円、建物 164 百
万円及び構築物7百万円であります。
なお、当該資産グループの回収可能
価額は正味売却価額により測定して
おり、重要なものについては鑑定評
価額、その他のものについては路線
価等に基づいて評価しております。

当連結会計年度において、当社グル
ープは以下の資産グループについ
て減損損失を計上しております。 

用 途 種類 地  域 減損損失

（百万円）

営業 
店所 土地 

大阪主管支店
(兵庫県尼崎市)

他２件 
８９７

当社グループは管理会計上の区分、
投資の意思決定を行う際の単位を基
準として、主として主管支店及び管
下店所を１つの単位としてグルーピ
ングを行っております。その結果、
当社の大阪主管支店他２件の資産グ
ループについて、営業活動から生ず
る損益の継続的なマイナス、又は、
市場価格の著しい下落が認められた
ため、当該資産グループに係る資産
の帳簿価額を回収可能価額まで減額
し、当該減少額 897 百万円を減損損
失として特別損失に計上しておりま
す。なお、当該資産グループの回収
可能価額は正味売却価額により測定
しており、路線価等に基づいて評価
しております。 
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－ １６ － 

（連結株主資本等変動計算書関係） 
当連結会計年度（自平成 18 年 4月 1日 至平成 19 年 3 月 31 日） 
1．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 
前連結会計年度末 
株式数（千株） 

当連結会計年度 
増加株式数（千株）

当連結会計年度  
減少株式数（千株） 

当連結会計年度末 
株式数（千株） 

発行済株式  

普通株式 ２２，０００ － － ２２，０００

合 計 ２２，０００ － － ２２，０００

自己株式  

普通株式 ２３ ４ － ２７

合 計 ２３ ４ － ２７

（注）普通株式の自己株式の株式数の増加４千株は、全て単元未満株式の買取による増加であります。 

 

2．配当に関する事項 
(1)配当支払額 

決  議 株式の種類 配当金の総額(百万円) 1株当たり配当額(円) 基 準 日 効力発生日 

平成 18 年 6 月 28 日 

定時株主総会 
普通株式 ８７ ４ 平成 18 年 3 月 31 日 平成 18 年 6 月 29 日

 
(2)基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの 

決  議 株式の種類 配当金の総額(百万円) 1株当たり配当額(円) 基 準 日 効力発生日 

平成 19 年 6 月 28 日 

定時株主総会 
普通株式 ８７ ４ 平成 19 年 3 月 31 日 平成 19 年 6 月 29 日

 

 

 

（連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

前               期 当               期 

現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に 
掲記されている科目の金額との関係 

現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に 
掲記されている科目の金額との関係 

  現 金 及 び 預 金 勘 定                     ３，２１８百万円  現 金 及 び 預 金 勘 定                      ２，７７６百万円 

  預入期間が３ヵ月を超える 
  定 期 預 金         △５４３百万円

  預入期間が３ヵ月を超える 
定 期 預 金          △４８８百万円 

  現 金 及 び 現 金 同 等 物                     ２，６７５百万円   現 金 及 び 現 金 同 等 物                      ２，２８８百万円 
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（セグメント情報） 

1. 事業の種類別セグメント情報 

最近２連結会計年度の事業の種類別セグメント情報は次のとおりであります。 

(1)前期（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日）              (単位：百万円) 

 貨物運送関連事業 不動産賃貸事業       石油製品販売等事業 計 消去又は全社        連 結       

Ⅰ営業収益及び営業損益       

営  業  収  益       

(1)外部顧客に対する営業収益 40,535 221 2,229 42,986 － 42,986

(2)セ グ メ ン ト 間 の             

   内部営業収益又は振替高             
33 － 3,172 3,206 (3,206) －

計 40,569 221 5,402 46,193 (3,206) 42,986

営  業  費  用 39,999 116 5,322 45,438 (3,237) 42,200

営  業  利  益 570 104 79 755 30 786

Ⅱ資産、減価償却費及び 

  資 本 的 支 出           

  

資          産 38,946 1,601 1,963 42,510 3,789 46,300

減 価 償 却 費        2,212 80 25 2,318 － 2,318

減 損 損 失 2,866 － － 2,866 － 2,866

資 本 的 支 出        2,580 － 372 2,952 － 2,952

 

(2)当期（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）              (単位：百万円) 

 貨物運送関連事業 不動産賃貸事業       石油製品販売等事業 計 消去又は全社        連 結       

Ⅰ営業収益及び営業損益       

営  業  収  益       

(1)外部顧客に対する営業収益 40,456 221 2,421 43,099 － 43,099

(2)セ グ メ ン ト 間 の             

   内部営業収益又は振替高             
30 － 3,504 3,534 (3,534) －

計 40,486 221 5,926 46,634 (3,534) 43,099

営  業  費  用 39,855 115 5,850 45,820 (3,575) 42,245

営  業  利  益 631 106 76 814 40 854

Ⅱ資産、減価償却費及び 

  資 本 的 支 出           

  

資          産 38,615 1,520 2,000 42,136 3,069 45,206

減 価 償 却 費        2,242 80 38 2,361 － 2,361

減 損 損 失 897 － － 897 － 897

資 本 的 支 出        2,834 － 24 2,859 － 2,859

(注) 1  事業区分の方法 

        当社の事業区分の方法は、貨物運送に関連する事業としての貨物運送関連事業、不動産を賃貸す

る事業としての不動産賃貸事業と石油製品販売等の事業としての石油製品販売等事業にセグメン

テーションしております。 

     2  各事業区分の主要な事業収入 

   事   業   区   分             売      上      区      分 

貨 物 運 送 関 連 事 業            
貨物自動車運送事業収入、貨物運送取扱事業収入、 

倉庫業収入、自動車修理業収入 

不 動 産 賃 貸 事 業            ビル賃貸収入 

石 油 製 品販 売 等 事業            
石油製品販売収入、自動車用品販売収入、建設業収入、 

保険代理手数料収入、ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ販売収入、一般労働者派遣収入

     3  資産のうち消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は当連結会計年度 3,712 百万円、前連結

会計年度は 4,516 百万円であり、その主なものは、提出会社での余資運用資金(現預金）、長期投資

資金（投資有価証券）等であります。 
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     4  会計方針の変更による影響 

   (1)役員退職慰労引当金に関する会計方針 

   「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」１．(1) ① （会計方針の変更）に記載 

  のとおり、当連結会計年度より内規に基づく期末要支給額を役員退職慰労引当金に計上する方 

  法に変更しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、「貨物運送関連事 

  業」の営業費用は１４百万円増加し、営業利益が同額減少しております。 

   (2)役員賞与に関する会計基準 

   「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」２．に記載のとおり、当連結会 

  計年度より「役員賞与に関する会計基準」（企業会計基準第４号 平成１７年１１月２９日） 

  を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、「貨物運送関連事 

  業」の営業費用は１２百万円増加し、営業利益が同額減少しております。 

 

 

2. 所在地別セグメント情報 

当社グループの事業はすべて国内で行っているため該当事項はありません。 

3. 海外売上高 

当社グループの売上取引はすべて国内向けのため該当事項はありません。 
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（税効果会計） 
１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別内訳 
（１）流動の部 

 繰 延 税 金 資 産            
賞 与 引 当 金 １０６百万円 
未 払 事 業 税 ２１百万円 
そ の 他 ０百万円 

    繰 延 税 金 資 産 小 計             １２７百万円 
  評 価 性 引 当 額             △８百万円 
繰 延 税 金 資 産 合 計           １１９百万円 

           
（２）固定の部 

 繰 延 税 金 資 産            
  退 職 給 付 引 当 金 １，３２０百万円 
  連 結 子 会 社 の 繰 越 欠 損 金 ３４百万円 
  減 損 損 失 ９０７百万円 
  土 地 １５２百万円 
  そ の 他 ４１百万円 
    繰 延 税 金 資 産 小 計               ２，４５６百万円 
  評 価 性 引 当 額               △１，０３９百万円 
    繰 延 税 金 資 産 合 計               １，４１７百万円 
  繰 延 税 金 負 債 と の 相 殺               △１，２４２百万円 
繰延税金資産の純額           １７５百万円 
  
繰 延 税 金 負 債            
  固 定 資 産 圧 縮 積 立 金               １，２６５百万円 
  その他有価証券評価差額金               ３９２百万円 
  土 地 評 価 差 額               ４１百万円 
    繰 延 税 金 負 債 小 計               １，６９８百万円 
  繰 延 税 金 資 産 と の 相 殺               △１，２４２百万円 
繰延税金負債の純額           ４５６百万円 

      
２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異原因 

法 定 実 効 税 率 ４０．４３％ 
（調  整）  

交際費等損金に算入されない項目 △５．６７％ 
受取配当金等益金に算入されない項目 ２．１６％ 
住 民 税 均 等 割 △４０．３９％ 
評 価 性 引 当 額 △１６７．８８％ 
持 分 法 に よ る 投 資 利 益 ６．６７％ 
そ の 他 １．２５％ 
税効果会計適用後の法人税等の負担率 △１６３．４３％ 
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（有価証券） 

前連結会計年度（平成１８年３月３１日現在） 

１．その他有価証券で時価のあるもの                                     （単位：百万円） 

種               類 取 得 原 価         連結貸借対照表計上額 差 額         
（連結貸借対照表計上額が 
 取得原価を超えるもの） 

   

      株          式 ５８６ １，５８７ １，０００
      債          券 － － －
      そ    の    他 － － －
    小          計 ５８６ １，５８７ １，０００

（連結貸借対照表計上額が 
 取得原価を超えないもの） 

      株          式 １９ １７ △１
      債          券 － － －
      そ    の    他 １０１ １００ △０

    小          計 １２０ １１８ △２
    合          計 ７０７ １，７０５ ９９８

 

２．時価評価されていない主な有価証券の内容                             （単位：百万円） 

 連 結 貸 借 対 照 表 計 上 額               
その他有価証券 
  非上場株式 
 譲渡性預金（国内） 

 
２６５ 
２００ 

(注)譲渡性預金(国内)２００百万円は連結貸借対照表において「現金預金」として表示しております。 

 

３．その他有価証券のうち満期があるものの今後の償還予定額       （単位：百万円） 

 １ 年 以 内 １年超５年以内 
その他 
  譲渡性預金（国内） 

 
２００ 

 
－ 

 

 

当連結会計年度（平成１９年３月３１日現在） 

１．その他有価証券で時価のあるもの                                     （単位：百万円） 

種               類 取 得 原 価         連結貸借対照表計上額 差 額         

（連結貸借対照表計上額が 
 取得原価を超えるもの） 

   

      株          式 ５９５ １，５６８ ９７３
      債          券 － － －
      そ    の    他 － － －

    小          計 ５９５ １，５６８ ９７３
（連結貸借対照表計上額が 
 取得原価を超えないもの） 

      株          式 １９ １２ △７
      債          券 － － －
      そ    の    他 － － －

    小          計 １９ １２ △７
    合          計 ６１４ １，５８０ ９６５
 

２．時価評価されていない主な有価証券の内容                             （単位：百万円） 

 連 結 貸 借 対 照 表 計 上 額               
その他有価証券 
  非上場株式（店頭売買株式を除く） 

 
１９６ 

(注)当連結会計年度において、その他有価証券で時価評価されていない非上場株式について、９１百万円 

  減損処理を行っております。 
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－ ２１ － 

（退職給付） 

１．採用している退職給付制度の概要 

    当社グループは、退職一時金制度を採用しております。 

    また、連結子会社１社は、適格退職年金制度を設けております。 

２．退職給付債務及びその内訳 

(１) 退職給付債務 △３，３５１百万円

(２) 年金資産 １百万円

(３) 未積立退職給付債務（（１）＋（２）） △３，３４９百万円

(４) 未認識数理計算上の差異 ５９百万円

(５) 退職給付引当金（（３）＋（４）） △３，２８９百万円

    （注）連結子会社は、退職給付債務の算定にあたり、簡便法を採用しております。 

 ３．退職給付費用の内訳 

(１) 勤務費用 １９０百万円

(２) 利息費用 ８６百万円

(３) 数理計算上の差異処理額 ３７百万円

(４) その他 １０６百万円

(５) 退職給付費用 ４２０百万円

     （注）簡便法を採用している連結子会社の退職給付費用は、「（１）勤務費用」に計上しております。 

４．退職給付債務の計算基礎 

(１) 割引率 ２．５％ 

(２) 退職給付見込額の期間配分方法 期間定額基準 

(３) 過去勤務債務の処理年数 発生しておりません 

(４) 数理計算上の差異の処理年数 ５年 
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－ ２２ － 

（１株当たり情報） 

前               期 当               期 

１株当たり純資産額 ４６１円６２銭 ４２７円０３銭 

１株当たり当期純損失(△) △８８円４７銭 △２９円７２銭 

(注)1 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につきましては、潜在株式が存在していないため 

 記載しておりません。 

  2 １株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

前               期 当               期 

当期純損失(△) △１,９３２百万円 △６５３百万円 

普通株主に帰属しない金額 １２百万円 － 

(うち利益処分による役員賞与金) (１２百万円) (－) 

普通株式に係る当期純損失(△) △１,９４４百万円 △６５３百万円 

期中平均株式数 ２１,９７８,１６５株 ２１,９７４,５８０株 

 

 
（開示の省略） 
 リース取引、関連当事者との取引、デリバティブ取引に関する注記事項につきましては、決算短信

における開示の必要性が大きくないと考えられるため、開示を省略いたします。 
 
 
（重要な後発事象） 

 該当事項はありません。 
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－ ２３ － 

５．個 別 財 務 諸 表  

（１）貸借対照表 

 (単位：百万円) 

前          期 

(平成１８年３月３１日現在)

当          期 

(平成１９年３月３１日現在) 
増  減 

期  別 

 

科  目 金 額       構 成 比     金 額       構 成 比     金 額      

  ％  ％  

(資  産  の  部)      

流  動  資  産 ９，９１５ ２３．７ ９，３８５ ２３．２ △５２９

現 金 預 金        ２，４７３ １，９２１  △５５２

受 取 手 形        １，６６５ １，８２３  １５７

営 業 未 収 金        ４，９７９ ５，０６２  ８３

貯 蔵 品        ５９ ５７  △２

前 払 費 用        ２４６ ２５０  ３

繰延税金資産        １８０ １１４  △６６

未 収 入 金        １８４ ５８  △１２５

そ の 他        １４８ １１３  △３４

貸 倒 引 当 金        △２２ △１５  ７

固  定  資  産 ３１，８５６ ７６．３ ３１，１４８ ７６．８ △７０８

 有形固定資産 ２８，３７１ ( ６７．９) ２７，９６７ （ ６９．０） △４０４

建 物        ９，２０２  ９，０１１  △１９０

構 築 物        ５１４  ４７９  △３５

機 械 装 置        １８  １９  ０

車 両        ３，４３４  ３，４０２  △３１

工具器具備品        ３３  ３１  △２

土 地        １５，１６７  １４，８８６  △２８０

建 設 仮 勘 定        １  １３５  １３４

 無形固定資産 ５２５ (  １．３) ５２４ （   １．３） △０

借 地 権        ５０２  ５０２  ０

ソフトウェア ０  ０  △０

電 話 加 入 権        ２１  ２１  ０

施 設 利 用 権        ０  ０  △０

 投資その他の資産 ２，９５９ (  ７．１) ２，６５５ （   ６．５） △３０３

投資有価証券        １，８４３  １，５９１  △２５２

関係会社株式        ４３６  ４３６  ０

長 期 貸 付 金        １１５  ７１  △４３

長期前払費用        １５  １１  △３

そ の 他        ６６９  ６６５  △４

投資評価引当金 △６０  △６０  ０

貸 倒 引 当 金        △６０  △６０  ０

資 産 の 部 合 計         ４１，７７２ １００ ４０，５３４ １００ △１，２３７
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－ ２４ － 

 (単位：百万円) 

前          期 

(平成１８年３月３１日現在)

当          期 

(平成１９年３月３１日現在) 
増  減 

         期  別 

 

科  目 金 額       構 成 比     金 額      構 成 比     金 額      

  ％  ％  

(負  債  の  部)      

流  動  負  債 １５，６９０ ３７．６ １９，７４９ ４８．７ ４，０５８

営 業 未 払 金        ２，８５４ ２，８２７  △２６

短 期 借 入 金        ５，５７０ ５，５７５  ５

１年以内返済予定の長期借入金 ４，６９２ ８，５９１  ３，８９８

未 払 金        １３９ ２３５  ９６

未払消費税等        １３１ ２２９  ９８

未 払 費 用        ７４６ ７４２  △３

未払法人税等        ６８ １６３  ９５

預 り 金        ４３１ ３９２  △３９

従業員預り金        ３２０  ３２１  １

賞 与 引 当 金        ２２６ ２０７  △１９

設 備 未 払 金        ４８７  ４４０  △４７

そ の 他        ２２  ２１  △１

固  定  負  債 １６，９６４ ４０．６ １２，４８７ ３０．８ △４，４７７

長 期 借 入 金 １２，０４６  ７，６９０  △４，３５６

繰延税金負債 ３２７  ３６６  ３８

退職給付引当金 ３，２０９  ３，０６６  △１４３

役員退職慰労引当金 －  １１７  １１７

債務保証損失引当金 ４００  ２９８  △１０２

預 り 保 証 金 ９８０  ９４８  △３１

負 債 の 部 合 計         ３２，６５５ ７８．２ ３２，２３６ ７９．５ △４１９

(資  本  の  部)   

資    本    金 ２，４２０ ５．８ － － －

資 本 剰 余 金 １，７６１ ４．２ － － －

資 本 準 備 金 １，７６１ －  －

利 益 剰 余 金 ４，３８６ １０．５ － － －

利 益 準 備 金 ３１１ －  －

任 意 積 立 金 ５，７０４ －  －

当期未処理損失(△) △１，６２９ －  －

その他有価証券評価差額金 ５５２ １．３ － － －

自 己 株 式 △４ △０．０ － － －

資 本 の 部 合 計         ９，１１６ ２１．８ － － －

負 債 及 び 資 本 の 部 合 計                 ４１，７７２ １００ － － －
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－ ２５ － 

(単位：百万円) 

前          期 

 (平成１８年３月３１日現在)

当          期 

(平成１９年３月３１日現在) 
増 減 

         期  別 

 

科  目 金 額       構 成 比     金 額      構 成 比     金 額      

  ％ ％ 

(純 資 産 の 部)   

株 主 資 本 － － ７，７９５ １９．３ －

 資 本 金 － － ２，４２０ ６．０ －

 資 本 剰 余 金 － － １，７６１ ４．４ －

   資 本準備金 － １，７６１  －

 利 益 剰 余 金 － － ３，６１８ ８．９ －

  利 益準備金 － ３１１  －

  その他利益剰余金 － ３，３０７  －

固定資産圧縮積立金 － １，８６４  －

     別 途積立金 － １，９１１  －

   繰越利益剰余金 － △４６８  －

 自 己 株 式 － － △５ △０．０ －

評価・換算差額等 － － ５０２ １．２ －

その他有価証券評価差額金                － ５０２  －

純 資 産 合 計 － － ８，２９８ ２０．５ －

負債・純資産合計 － － ４０，５３４ １００ －
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（２）損益計算書 
（単位：百万円） 

前     期 

自平成１７年４月  １日 

至平成１８年３月３１日 

当     期 

 自平成１８年４月  １日 

 至平成１９年３月３１日 

増     減 

期  別 

 

 

科  目 金     額 百分比 金     額 百分比 金     額 対前年比 

  ％  ％  ％

 営 業 収 益       ( ３８,２９１) (   100) ( ３８,０６６) (   100) (   △２２４) (   99.4)

貨物運送事業収益 ３７,５３０ 98.0 ３７,３４４ 98.1 △１８６ 99.5

倉 庫 業 収 益 等         ７６１ 2.0 ７２２ 1.9 △３８ 94.9

 営 業 原 価       ３７,１３２ 97.0 ３６,９１４ 97.0 △２１８ 99.4

 営 業 総 利益       １,１５８ 3.0 １,１５２ 3.0 △６ 99.4

販売費及び一般管理費 ７９１ 2.0 ７７２ 2.0 △１８ 97.6

 営 業 利 益       ３６７ 1.0 ３８０ 1.0 １２ 103.4

 営 業 外 収益       (   ６０６) (   1.5) (    ６１５) (   1.6) (         ９) (   101.5)

受取利息及び配当金 １１５ 0.3 １１０ 0.3 △５ 95.7

家 賃 収 入 ２９５ 0.7 ３１３ 0.8 １８ 106.4

そ の 他         １９５ 0.5 １９１ 0.5 △４ 97.6

 営 業 外 費用       (   ３９１) (   1.0) (      ４１５) (   1.1) (       ２３) (   106.0)

支 払 利 息         ３７２ 1.0 ３９７ 1.0 ２５ 106.7

そ の 他         １９ 0.0 １７ 0.1 △１ 92.0

 経 常 利 益       ５８２ 1.5 ５８０ 1.5 △２ 99.7

 特 別 利 益       (   ３０７) (   0.8) (      １０７) (   0.3) (   △１９９) (   34.9)

固定資産売却益         ３０５ 0.8 １ 0.0 △３０３ 0.5

債務保証損失引当金戻入益 － － １０２ 0.3 １０２ －

貸倒引当金戻入益 － － ３ 0.0 ３ －

そ の 他         １ 0.0 － － △１ －

 特 別 損 失       (  ２,５６４) (   6.7) (   １,０４８) (   2.8) (△１，５１５) (   40.9)

固定資産除却及び売却損 ７２ 0.2 ４４ 0.1 △２７ 61.8

減 損 損 失 ２,０９１ 5.5 ７９９ 2.1 △１,２９２ 38.2

債務保証損失引当金繰入額 ４００ 1.0 － － △４００ －

投資有価証券評価損 － － ９１ 0.2 ９１ －

役 員 退 職 慰 労 金 － － ９ 0.0 ９ －

役員退職慰労引当金繰入額 － － １０２ 0.3 １０２ －

税引前当期純損失(△) △１,６７４ △4.4 △３６０ △1.0 １,３１３ －

法人税、住民税及び事業税 ６７ 0.2 １６８ 0.4 １０１ －

法 人 税 等 調 整 額 １０ １３８ 0.4 １２８ －

当 期 純 損 失 (△ ) △１,７５１ △4.6 △６６７ △1.8 １,０８４ －

前 期 繰 越 利 益 １２２ － － 

当期未処理損失(△) △１,６２９ － － 

 
 
 

－ ２６ － 
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－ ２７ － 

 （３）利益処分及び株主資本等変動計算書 

  ・利益処分 

科          目 前          期 
 百万円

当 期 未 処 理 損 失 ( △ ) △１，６２９ 
固定資産圧縮積立金取崩額 ３７ 
別 途 積 立 金 取 崩 額 ２，０００ 

計 ４０７ 
これを次のとおり処分します。  

  
株 主 配 当 金             ８７ 

 （１株につき ４円）

役   員   賞   与   金 １２ 
（うち監査役賞与金） （０） 

固 定 資 産 圧 縮 積 立 金             １４３ 
  

次 期 繰 越 利 益             １６４ 
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－ ２８ － 

・株主資本等変動計算書 

当事業年度（自平成 18 年 4 月 1 日 至平成 19 年 3 月 31 日）                       （単位：百万円） 

 株       主       資       本 
 資本剰余金 利益剰余金 
 その他利益剰余金 
 資本金 資本 

準備金 

資本 
剰余金

合計 

利益 
準備金

固定資産

圧縮 
積立金 

別途 
積立金

繰越 
利益 
剰余金 

利益 
剰余金 
合計 

自己株式
株主資本

合計 

平成１８年３月３１日 残高 ２，４２０ １，７６１ １，７６１ ３１１ １，７９３ ３，９１１ △１，６２９ ４，３８６ △４ ８，５６４

事業年度中の変動額     

  剰余金の配当(注)   △８７ △８７ △８７

  固定資産圧縮積立金の積立（注）   １４３ △１４３ － －

  固定資産圧縮積立金の取崩（注）   △７２ ７２ － －

  別途積立金の取崩（注）   △２，０００ ２，０００ － －

  役員賞与 (注)   △１２ △１２ △１２

  当期純損失(△)   △６６７ △６６７ △６６７

  自己株式の取得     △１ △１

  株主資本以外の項目の 

  事 業年 度 中の変 動額 

  (純額) 

    

事業年度中の変動額合計 － － － － ７１ △２，０００ １，１６１ △７６７ △１ △７６８

平成１９年３月３１日 残高 ２，４２０ １，７６１ １，７６１ ３１１ １，８６４ １，９１１ △４６８ ３，６１８ △５ ７，７９５

 

  
 評価・換算差額等 
 その他 

有価証券 
評価差額金

評価･換算

差額等合計 

純資産

合計 

平成１８年３月３１日 残高 ５５２ ５５２ ９，１１６

事業年度中の変動額   

  剰余金の配当(注)   △８７

  固定資産圧縮積立金の積立（注）   －

  固定資産圧縮積立金の取崩（注）   －

  別途積立金の取崩（注）   －

  役員賞与 (注)   △１２

  当期純損失(△)   △６６７

  自己株式の取得   △１

  株主資本以外の項目の 

  事 業年 度 中の変 動額 

  (純額) 

△５０ △５０ △５０

事業年度中の変動額合計 △５０ △５０ △８１８

平成１９年３月３１日 残高 ５０２ ５０２ ８，２９８

(注)平成１８年 6 月の定時株主総会における利益処分項目であります。なお、固定資産圧縮積立金の取崩のうち３７百万円は利益処分 

 項目であり、差額については当事業年度における取崩によるものであります。 
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（４）重要な会計方針 

１． 引当金の計上基準 

(1) 役員退職慰労引当金 
 役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しております。 
（会計方針の変更） 
  従来、役員退職慰労金は支出時の費用として処理しておりましたが、役員の在任期間にわたり費用 

 を合理的に配分することにより期間損益の適正化を図ること、および近年役員退職慰労引当金の計上 

 が会計慣行として定着してきたことに加え『「租税特別措置法上の準備金及び特別法上の引当金又は準 

 備金並びに役員退職慰労引当金等に関する監査上の取扱い」の改正について』（監査・保証実務委員会 

 報告第４２号）が公表されたことを契機として、当事業年度から内規に基づく期末要支給額を役員退 

 職慰労引当金として計上する方法に変更いたしました。 

  この結果、従来の方法に比較して、営業利益、及び経常利益はそれぞれ１４百万円減少し、税引前 

 当期純損失は１１７百万円増加しております。 

 
[会計方針の変更] 

１． 貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準 
 当事業年度より「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準第５号 平成 
１７年１２月９日）及び「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基

準適用指針第８号 平成１７年１２月９日）を適用しております。これまでの資本の部の合計に相当す

る金額は８,２９８百万円であります。 
 なお、当事業年度における貸借対照表の純資産の部については、財務諸表等規則の改正に伴い、改正

後の財務諸表等規則により作成しております。 
２． 役員賞与に関する会計基準 

 当事業年度より「役員賞与に関する会計基準」（企業会計基準第４号 平成１７年１１月２９日）を適

用しております。これにより営業利益及び経常利益はそれぞれ１２百万円減少し、税引前当期純損失は

１２百万円増加しております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



岡山県貨物運送㈱（9063） 平成 19 年 3月期決算短信 

－ ３０ － 

（５）個別財務諸表に関する注記事項 
（貸借対照表関係） 

 前          期 当         期 

１.有形固定資産減価償却累計額 ２９，１７０百万円 ２９，８４６百万円

２.担 保 資 産           

      受 取 手 形           １７８百万円 ３８７百万円

      建 物           ４，３４２百万円 ４，４３９百万円

      土 地           ８，５６２百万円 ９，０８７百万円

    上記に対応する債務 

      短 期 借 入 金            ５，５７０百万円 ５，５７５百万円

      1 年以内返済予定の長期借入金 ４，０６９百万円 ４，３２３百万円

      長 期 借 入 金            ７，３７５百万円 ６，５０６百万円

      マルケー自動車整備(株)の借入金 ３９４百万円 ３４８百万円

３．偶 発 債 務           

      保 証 債 務           ３，２２５百万円 ２，５０５百万円

 
 
（損益計算書関係） 

 前          期 当         期 
減 損 損 失 当事業年度において、当社は以下

の資産グループについて減損損失

を計上しております。 

用 途 種類 地  域 減損損失

（百万円）

営業 
店所 

土地及び

建物等

大阪主管支店

(兵庫県尼崎市)
他 1 件 

２,０９１

当社は管理会計上の区分、投資の
意思決定を行う際の単位を基準と
して、主として主管支店及び管下
店所を１つの単位としてグルーピ
ングを行っております。その結果、
大阪主管支店他１件の資産グルー
プについて、営業活動から生ずる
損益の継続的なマイナス、又は、
市場価格の著しい下落が認められ
たため、当該資産グループに係る
資産の帳簿価額を回収可能価額ま
で減額し、当該減少額 2,091 百万
円を減損損失として特別損失に計
上しております。その内訳は、土
地 1,922 百万円、建物 164 百万円
及び構築物 4 百万円であります。
なお、当該資産グループの回収可
能価額は正味売却価額により測定
しており、重要なものについては
鑑定評価額、その他のものについ
ては路線価等に基づいて評価して
おります。 

当事業年度において、当社は以下

の資産グループについて減損損失

を計上しております。 

用 途 種類 地  域 減損損失

（百万円）

営業 
店所 土地 

大阪主管支店

(兵庫県尼崎市)
他 1 件 

７９９ 

当社は管理会計上の区分、投資の
意思決定を行う際の単位を基準と
して、主として主管支店及び管下
店所を１つの単位としてグルーピ
ングを行っております。その結果、
大阪主管支店他１件の資産グルー
プについて、営業活動から生ずる
損益の継続的なマイナス、又は、
市場価格の著しい下落が認められ
たため、当該資産グループに係る
資産の帳簿価額を回収可能価額ま
で減額し、当該減少額 799 百万円
を減損損失として特別損失に計上
しております。なお、当該資産グ
ループの回収可能価額は正味売却
価額により測定しており、路線価
等に基づいて評価しております。 
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（株主資本等変動計算書関係） 
自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 前事業年度末

株式数(株) 
当事業年度 
増加株式数(株) 

当事業年度 
減少株式数(株) 

当事業年度末

株式数(株) 
普通株式 23,246 4,586 － 27,832 

合計 23,246 4,586 － 27,832 

(注)普通株式の自己株式の株式数の増加 4,586 株は、全て単元未満株式の買取りによる増加であります。 

 
 
（税効果会計） 
１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別内訳 
（１）流動の部 

繰 延 税 金 資 産            
  賞 与 引 当 金            ９７百万円 
  未 払 事 業 税            １５百万円 
  そ の 他            １百万円 
        合    計 １１４百万円 

（２）固定の部 
繰 延 税 金 資 産            
  退 職 給 付 引 当 金              １，２３９百万円 
 役 員 退 職 慰 労 金 引 当 金 ４７百万円 
 減 損 損 失 ８６７百万円 
 債 務 保 証 損 失 引 当 金 １２０百万円 
  投 資 評 価 引 当 金              ２４百万円 
  そ の 他              ２４百万円 
        小      計 ２，３２４百万円 
 評 価 性 引 当 額 △１，０８４百万円 
        合      計 １，２３９百万円 
繰 延 税 金 負 債            
  固 定 資 産 圧 縮 積 立 金              １，２６５百万円 
  有 価 証 券 評 価 差 額 金 ３４０百万円 
        合      計 １，６０６百万円 
  
繰延税金負債の純額 ３６６百万円 

 
２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異原因 

法 定 実 効 税 率           ４０．４３％ 
（調  整）  
    交際費等損金に算入されない項目 △４．８２％ 
    受取配当金等益金に算入されない項目 ９．５３％ 
    住 民 税 均 等 割 △２７．１７％ 
  評 価 性 引 当 額 △１０１．６０％ 
    そ の 他 △１．４９％ 
税効果会計適用後の法人税等の負担率  △８５．１２％ 

             
 
（１株当たり情報） 

 前   期 当   期 
１株当たり純資産額 ４１４円２８銭 ３７７円６６銭 
１株当たり当期純損失(△) △８０円２４銭 △３０円３８銭 
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６．そ  の  他  
役員の異動 

1. 代表者の異動 

 該当事項はありません。 
 

2. その他の役員の異動（平成１９年６月２８日予定） 

(1) 新任取締役候補 

    取 締 役 兵庫主管支店長   山 本 孝 一    （現 兵 庫 主 管 支 店 長） 
 
       取 締 役 第一営業部長    難 波   実    （現 第 一 営 業 部 長） 
 

(2) 退任予定取締役 

                    西 井 義 臣    （現 取 締 役） 
 
                    伊 丹   修    （現 取 締 役） 
 

(3) 昇格予定取締役 

    専 務 取 締 役         遠 藤 俊 夫    （現 常 務 取 締 役） 
 
    常 務 取 締 役         西 村 純 男    （現 取 締 役） 
 
 
 
 

以   上  




